
平成２３年度 事業報告書 

 

学校法人朴沢学園 

 

 

 法人の概要 

 

 

○ 建学の精神・教育目標について 

 

   本学校法人の建学の精神は「実学と創意工夫」であります。 

そして、「心身ともに健康な人間の形成」ということを、設置する仙台大学・明成高校

共通の教育目標としております。 

 

   平成２４年１月、明成高校調理科の生徒による地産地消型の食育活動であるリエゾ

ン・キッチンが東北で最も権威ある河北文化賞を受賞しました。本顕彰事業発足以降、

高校生による文化活動実践に対しては、初めての顕彰となりました。 

これは、明治初頭の本学校法人創設者が企図した建学の精神を見事に継承した現代の

青少年の実践活動に対する顕彰であり、人材育成を使命とする学校法人としても、教育

目標達成の一つの証左として、その教育内容の継続に確信をもたらす快挙となりました。 

 

 

 

○ 設置する学校・学部・学科等について 

 

設置する学校 開校年月 学部・学科等 

 

 

仙 台 大 学 

 

(所在地) 

宮城県柴田町 

 

 

昭和４２年４月 

体育学部 

体育学科 

健康福祉学科 

運動栄養学科 

スポーツ情報マスメディア学科 

現代武道学科 

大学院 スポーツ科学研究科 

明成高等学校 

(所在地) 

仙台市青葉区 

 

昭和２６年４月 

普通科(全日制) 

調理科(全日制) 

介護福祉科(全日制) 

 



○ 設置する学校の入学・収容定員、入学者・在籍者数 

 

    仙 台 大 学                 (平成２３年５月１日現在) 

 入学定員 入学者数 収容定員 在籍者数 

 

 

体 

育 

学 

部 

体  育  学  科 ２５０  ３８５ １，０００ １，３７２ 

健 康 福 祉  学   科 １００ １０１ ４００ ４３７ 

運 動 栄 養  学   科 ８０ ８２ ２６０ ３２２ 

スポーツ情報マスメディア学科 ４０ ４１ １６０ １６４ 

現 代 武 道  学   科 ３０ ３８ ３０ ３８ 

編入学除き学部計 ５００ ６４７ １，８５０ ２，３３３ 

学 部 編 入 学 ３８ １０ ７６ １７ 

学   部   合   計 ５３８ ６５７ １，９２６ ２，３５０ 

大学院スポーツ科学研究科 ２３ １８ ４６ ３４ 

仙台大学合計 ５６１ ６７５ １，９７２ ２，３８４ 

 

   明成高等学校                   (平成２３年５月１日現在) 

 入学定員 入学者数 収容定員 在籍者数 

普 通 科 ２４０ ２１６ ７２０ ５８３ 

調 理 科 １２０ ８０ ３６０ ２８１ 

介護福祉科 ８０ ２９ ２４０ １０４ 

合  計 ４４０  ３２５ １、３２０ ９６８ 

 

   法人全体                     (平成２３年５月１日現在) 

 入学定員 入学者数 収容定員 在籍者数 

学校法人全体 １，００１  １，０００ ３，２９２ ３，３５２ 

 

 

 

○ 学校法人の沿革   

 

  明治１２年(１８７９年) １月  創設者初代朴澤三代治 仙台市に松操私塾を開設 

  明治１７年(１８８４年) ４月  私立松操学校に校名を改称 

                  米国教育博覧会に雛形など一斉授業法の裁縫教材 

を出展 

  大正１５年(１９２６年) ３月  実業学校令に基づき師範科増設 

  昭和 ２年(１９２７年)     宮城県より師範科卒業生に対し小学校裁縫専科 

                  正教員無試験検定認定校として許可を受ける 

  昭和 ６年(１９３１年)１０月  朴沢松操女学校に校名を改称し高等師範科増設 



  昭和１２年(１９３７年) ７月  財団法人朴沢松操女学園設立(財団法人化) 

文部省より高等師範科卒業生に対し裁縫科 

                  中等教員無試験検定認定校として許可を受ける 

昭和２３年(１９４８年) ４月  学制改革に伴い朴沢女子高等学校(全日制)に 

校名を改称 

昭和２６年(１９５１年) ３月  私立学校法制定に伴い学校法人朴沢松操女学園 

                を設立 

  昭和４２年(１９６７年) ３月  学校法人朴沢学園に法人名を改称                   

  昭和４２年(１９６７年) ４月  仙台大学を開設(体育学部体育学科) 

  昭和４７年(１９７２年) ４月  朴沢女子高等学校に調理科開設(昭和５０年食物科 

に改称) 調理科に厚生省調理師養成施設併設 

  昭和４９年(１９７４年) ７月  朴沢女子高等学校が仙台市青葉区川平に移転 

  昭和５４年(１９７９年)１０月  学校法人朴沢学園創立１００周年記念式典を挙行 

  平成 ４年(１９９２年) ４月  朴沢女子高等学校を明成高等学校に校名を改称 

  平成 ７年(１９９５年) ４月  仙台大学体育学部に健康福祉学科を開設 

                  健康福祉学科に厚生省介護福祉士養成施設を併設 

  平成 ８年(１９９６年) ４月  明成高等学校食物科を調理科に改称・男女共学化 

  平成１０年(１９９８年) ４月  仙台大学大学院スポーツ科学研究科(修士課程) 

開設 

  平成１１年(１９９９年) １月  学校法人朴沢学園が河北文化賞を受賞 

  平成１１年(１９９９年)１１月  学校法人朴沢学園創立１２０周年記念式典を挙行 

  平成１４年(２００２年) ４月  明成高等学校普通科を男女共学化 

  平成１５年(２００３年) ４月  仙台大学体育学部運動栄養学科を開設 

                  運動栄養学科に厚労省栄養士養成施設を併設 

  平成１８年(２００６年)１２月  仙台大学・明星大学通信教育学部間で小学校教員 

                  養成に関する教育業務提携を開始 

  平成１９年(２００７年) ４月  仙台大学体育学部にスポーツ情報マスメディア 

学科を開設 

  平成２０年(２００８年) ３月  仙台大学が財団法人日本高等教育評価機構より 

                  機関別認証評価の認定を受ける 

(平成２６年度末まで) 

  平成２０年(２００８年) ４月  仙台大学体育学部にスポーツ情報マスメディア 

                  研究所を設置 

  平成２１年(２００９年) ４月  仙台大学大学院に修士課程１年コース設置 

  平成２１年(２００９年) ４月  明成高等学校に介護福祉科を設置   

  平成２３年(２０１１年) ４月  仙台大学体育学部に現代武道学科を開設 

  平成２３年(２０１１年) ７月  学校法人朴沢学園教育歴史資料が仙台市有形 

                  文化財として指定を受ける 



  平成２４年(２０１２年) １月  明成高等学校調理科リエゾン・キッチン活動が 

                  河北文化賞を受賞 

 

 

 

○ 理事・評議員・監事について 

  

(平成２３年７月１日現在) 

         

理事会・評議員会 開催状況 

 

   理 事 会  年５回開催 

   評議員会  年４回開催 

 

 

 

就任者の状況                     (平成２３年７月１日現在) 

 氏 名 選任区分 勤 務 兼 職 名 

 

理 事 

(１２名) 

朴 澤 泰 治 １号 常 勤 理事長・仙台大学長 

佐 藤    宏 ３号 常 勤 専務理事 

藤 田   努 ３号 常 勤 常務理事(総務)・法人事務局長 

齋   泰 幸 ３号 常 勤 常務理事(財務) 

櫻 井 俊 夫 ２号 常 勤 理事(高大連携) 

加 藤 武 司 １号 常 勤 明成高等学校長 

鈴 木 三 雄 ２号 非常勤 前常務理事 

吉 田 昌 一 ３号 非常勤   

久 道   茂 ３号 非常勤 
 

阿 部 芳 吉 ３号 非常勤 
 

向 井 正 剛 ３号 非常勤 前仙台大学長 

滝 口   茂 ３号 非常勤 
 

 

評議員 

(２７名) 

丸 山 富 雄 １号 教 職 員 仙台大学教授 

橋 本   実 １号 同上 仙台大学教授 

土 生 英 則 １号 同上 明成高等学校教頭 

海 和 由美子 １号 同上 明成高等学校教頭 

鈴 木 省 三 ２号 同 窓 生 仙台大学教授(同窓会会長) 

松 下 邦 雄 ２号 同上 
 

園 部 禮 子 ２号 同上 (同窓会(松操会)幹事) 

 寄付行為上

の人数 
実員数 

理 事 １４名以内 １２名 

評議員 ２８名以内 ２７名 

監 事 ２名 ２名 



二 瓶 たけ子 ２号 同上 (同窓会(松操会)会長) 

朴 澤 泰 治 ３号 理事 互選 理事長・仙台大学長 

藤 田   努 ３号 同上 常務理事(総務)・法人事務局長 

向 井 正 剛 ３号 同上 前仙台大学長 

佐 藤    宏 ３号 同上 専務理事 

長 田 達 雄 ４号 学識経験者 
 

櫻 井 俊 夫 ４号 同上 理事(高大連携) 

杉 本 輝 昭 ４号 同上 
 

田 中 正 人 ４号 同上  

齋 藤   進 ４号 同上 
 

鈴 木 三 雄 ４号 同上 前常務理事 

阿 部   佑 ４号 同上 
 

佐 藤   佑 ４号 同上 仙台大学名誉教授 

加 藤 武 司 ４号 同上 明成高等学校長 

齋   泰 幸 ４号 同上 常務理事(財務) 

佐々木 幸 夫 ４号 同上 仙台大学事務局長 

吉 田 俊 司 ４号 同上 明成高等学校事務長 

高 橋 武 彦 ５号 保 護 者 
 

宮 﨑 隆 明 ５号 同上 
 

大 平  文 ５号 同上 
 

監 事 

（２名） 

岩 崎 悌 二 外部監事 非常勤 
 

恵 美 文 雄 外部監事 非常勤 
 

 

 

 

○ 教職員について 

                   (平成２３年５月１日現在) 

 
教  員 新助手 職 員 

専  任 非 常 勤 常  勤 常  勤 

法  人 ― ― ― ６ 

大  学 ９４ ７６ ２３ ５９ 

高  校 ５６ ２７ ― １５ 

合  計 １５０ １０３ ２３ ８０ 

 

 

 

 

 



 事業の概要  

 

 

(主な事業の目的・計画、計画の進捗状況など) 

 

○ 明成高等学校経営改善計画の遂行について  

 

 入学定員未充足および教員人件費高負担が経営悪化要因となっている高校部門について、

私立学校運営費補助事業に基づき、前年度、公認会計士意見聴取・ホームページ公開・教職

員に対する説明その他所要手続を経て獲得した県当局からの事業採択承認のもと、策定した

「経営改善計画」の実施初年度に当たっていたが、事業開始直前の東日本大震災発生により、

内容の再検討を実施せざるを得ない状況となった。 

後述のとおり、震災復旧・復興も実施途上にある一方、入学定員未充足その他計画策定の

基本要因それ自体に改善傾向は見られていないので、震災復旧などの見通しが立った段階で、

計画係数など所要事項を改定することとしている。なお、役職員給与体系の改訂措置および

入学定員の是正措置は、所定時期に計画通り実施することとしている。 

 

○ 仙台大学の経営規模に関する計画について 

 

 単一学部形態の大学において経営安定化の一つのメルクマールとされる入学定員５００

名、収容定員２，０００名という学生収容規模については、平成７年に単一学科制から複数

学科制に移行して以降の本学の基本的経営目標であったが、平成２３年４月の現代武道学科

開設により、入学定員５００名という規模目標については取敢えず達成するところとなった。 

しかし、国内外の大学の取組みの近時の状況などを概観しても、２千人程度の収容規模は

大学運営の安定化に資するものとは到底言えず、一方、高齢かつ人口減少という日本社会に

おいて、更なる規模拡大は容易でないことは自明のこととなっている。 

この観点から、国際化の動向、需要と供給のバランスを目指した統合・再編成など、繊維

業その他戦後の産業界の生残りに係る先行事例、その他の各種動向を睨みつつ、教育機関と

しての説明責任を果たせるような教育内容充実化の実現を計画目標として、当面、取り組ん

でいくこととなる。  

 

○ 仙台大学の施設整備について 

 

 第一・第二体育館の老朽化等を踏まえ、球技系体育施設としての第五体育館の整備につい

ては、東日本大震災による引渡時期の遅延は生じたものの予定どおり完成・竣工した。 

また、地元柴田町からの要請であった船岡南土地の取得事業も１０年間に亘る支払手続が

今年度で完了した。一方、東日本大震災により２５ｍプールは使用不能となり、平成２３年

度中の復旧は実現しなかった。 



(入試状況・教員組織等・教育状況・卒業/進路状況など) 

 

 

○ 入試状況(平成２３年４月入学者数) 

 

  大学(人)   

 志願者数 合格者数 入学者数 

体育学部 １，１６３ ７１１ ６５７ 

大学院 ２０ １９ １８ 

  学部については、全体としては定員を充足したが、一般入試志願者比率の低下その他、 

少子社会のなか大学として果たすべき説明責任に向けて、課題も存在している。 

 

  高校(人) 

 志願者数 合格者数 入学者数 

全日制計 ８９２ ８５５ ３２５ 

  高校については、引続き定員未充足の状況が継続している。なお、経営改善計画におい

て、入学定員を４４０名から３６０名へと、順次、逓減することとしている。 

 

 

○ 教員組織など 

 

  大学  学校教育法に基づく教授会機能等を踏まえた運営を基本に、学校法人としての

意思も充分反映できるよう組織体制に関する従来からの考え方を踏襲し、学内

調整会議、各種委員会、全教員参画の各種タスク・フォース等を設置し、十全

なる協議検討・決定を経たうえで、きめ細かく学生のニーズに応えられるよう

な運営を遂行した。特に専任教員については、帰属意識を高めることも含め、

全員参画型の分担担当制を継続し、各教員の大学運営に関する意識の高揚に努

めた。 

 

      (学位保有状況など) 

        専任教員  のうち博士号取得者数    ２２名 

        専任事務職員のうち修士号取得者数    １０名 

 

  高校  校長のリーダーシップの下、戦後日本社会の経済成長過程における学生紛争等

を経過した一部考え方を異にする立場との意見の相違を内在しつつ、次代を見

据えた人材育成という社会的使命の遂行に組織的に努力した。 

 

 



○ 教育の実施 

 

大学  日本学術会議による教養教育に関する提言、中教審の「学士力」答申などを 

踏まえ、体育系大学という特質を踏まえた教養教育を展開することとし、「体 

育系大学の基礎教養」、「学習基礎演習」および「仙台大学の専門教養演習」と 

いう独自の科目体系を整備し、初年度として、平成２３年度入学生に対し「体 

育系大学の基礎教養」および「学習基礎演習」の授業を実施した。 

今後３年間に亘って体系化を図るとともに、人材育成に係る大学教育の説明責 

任を果たすこととしている。 

 

  高校  社会的要請が現に存在するにも拘わらず就業面での処遇制度の不備その他か

ら、人材供給体制が所期の目標に達していない日本の介護福祉分野について、

専門学科として「介護福祉科」を設置し将来の日本社会を担う若手人材の育成

を図っているところであるが、生徒の意識高揚その他、教育内容をより活性化

するため、所定の手続を経て社会人にも授業受講の途を開き、高校生と社会人

が同時に授業を展開する教育を継続して実施し、目的達成を目指した。 

 

○ 卒業・進路状況(平成２４年５月１日現在) 

 

大学  学部卒業生については、卒業者数５０８名、うち就職希望者４３０名、就職者 

数３９７名、就職率９２．３％であった。 

      就職先別人数は、企業関係２８４名、公務員等５０名、教員６３名であった。 

高校  卒業生については、卒業者数３３０名、うち就職希望者数１１２名、就職内定 

者者数１１０名、就職率９８．２％であった。また、進学者数は、１８６名で 

あった。 

 

○ 国際交流・地域交流など 

 

      大学・高校別の国際交流・地域交流の状況は、各部門のホームページに掲載し

ているとおりである。 

 

(学修支援など) 

 

大学  学生支援センターによる支援、学生相談室による支援、教職支援システムに 

よる支援など、詳細はホームページに掲載しているとおりである。 

 

高校  県補助事業である私立学校等教育現場正常化促進事業による支援、ふるさと雇

用再生特別基金事業等による支援などを実施した。 



(その他) 

 

○ 東日本大震災からの復旧・復興について 

 

 損壊施設などの復旧状況(激甚災害指定)               単位百万円               

仙 台 大 学 明 成 高 校 

対  象 所要額 補助額 備考 対象 所要額 補助額 備考 

体育館補修等 ８９ ４４ 完了 グランド補修等 １５５ ７７ 完了 

プール復旧 ４１６ ２０８ 未了 校舎一部取壊 ５６ ２８ 未了 

計 ５０５ ２５２  計 ２１１ １０５  

 

 被災地学生学費減免       単位百万円 

仙台大学 明成高校 

減免規模 補助金 減免規模 補助金 

２７０ １８１ ４６ ４６ 

 

 ・施設関係 

   平成２４年５月４日の大雨により、高校グランド敷地擁壁の一部が再び崩落した。 

   復旧工事施工業者によれば、昨年同様、東日本大震災によるものとのことであるが、 

原因を精査のうえ、助成申請などの対応を検討していく。 

 

 ・学費減免関係 

   平成２４年度も、減免措置を継続する。なお、大学については、一部損壊を除外する

など助成対象を縮小した。 

 

 

 

 

 

 財務の概要 

 

  財務状況の経年比較、当該年度の決算概要などは、別途、決算議案で説明のとおり。 

主な財務比率は、添付「別紙」資料のとおり。 

 

以 上 



別紙１

流動負債に対する流動資産の割合
短期的な支払能力を判断、２００％以上で優良、今年度は補助金の未収分などで上昇した。

負債に対する借入金の割合
この比率は、低いほど良い。今年度は東北地区平均より上昇した。

平均：平成２２年度 東北地区２５大学法人平均（今日の私学財政より）

学園財務分析
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